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例百

1 本内しま，昭和48年10月6日から10月15日にかけて実施した

札幌市豊平区における南部区画整理事業の一森として行われ

る道路敷設に伴う遣跡の発拙調査報告書である。

2 本凋査は，化祝大学助教授石附喜三男が担当し，石附の指

導のもとに，札幌市教育委員会上野秀一，羽賀憲二の 2名が

現場の仕事を遂行した。

3 本書の執筆は，石附の指導により羽賀が糾集し，上記 3名

の者が各項11別に担当し，文末に文責を明記した。

4 発掘調任に際しては，札幌市南部区画整理課，株式会社丸

和建設の方々 iこ種々の配慮を受けた。記して謝意を表する。

5 発掘調査には，下記の人々が従事した。

長谷川克浩，中津欣也

北海学園大学，札幌大学考古学研究会，札幌大学ボプスレー

部

6 遺物の整理，挿図浄書には，下記0人々の協JJがあった。

伊藤加代子，小尾栄子，中津欣也

7 石器の石質鑑定は，北海道大学理学部大学院什波和雄氏，

北海道開拓記念館研究職員赤松守雄氏の石器表面の肉眼によ

る民定をお願いした。



凡例

1 挿図は，完形土器実測図縮尺 4分の 1,土器拓影縮尺 3分

の1'石器実測図縮尺 2分の 1。

2 写真は，完形土器縮尺 2分の 1'土器縮尺 3分の 1'石器

縮尺 2分の 1。

3 石器実測図中，矢印によって記した記号は，擦痕の方向を

示す。

4 石器説明中 a面とは，背面ないし実測図中の左側正面図を

指し， b面とは，腹面ないし右側正面図をいう。
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第 1窪 発掘 ま で の 経過

木遺跡り存在ぱ， 囮和 1(）年1iり ずて：こ＇)IIら；iして 1, こと考； rへ，｝しる （怜林 1937) ~, そ0後久

しく発掘訓，J？tなとは丈施されt9し、ままに9,／，’，いてぎたu II{｛和 39{, !)月，この翡跡の一角が宅地造成1ニ

上り破壊こ；れるため，北悔道人子の大場れl人博上らによって事Iiii1ば．調在がばされた （化Ill1966)。＇，

（り後， 附和 42年 6月：こなって， ナ＜｀近く'―農業を常し奥内雄危氏より石附に連絡かあり， また遣

跡の一角に宅地造成がなされ，遺跡の上に住宅建設がなされるとのことであった。；この時の緊急，J,'，j

在は同年 7月末， 札幌市教育足員会が土1i『し， 石附ゲ担当者[-:-こって文施したの-~ :-)った- 屯,I
 

1
ーヽ‘，エー

！ふ,-, 

く，

こり宅地造成が水日地卜：二上盛，）なしてのそわであり，

かつ1：器破片その他遺物の包含状況も極めて不良のため，

叩用の水位との関係から湧水が激し

小規椋な発掘面積0）じ t調脊えlr 1.J］ 

ったの・.・_:もった。

さて， 昭和 47年4月， このJガ主山追蹄の存在する一連の Iil浚（通称J力＿［山）の北方裏手の水Ill.

畑地1二愧平区役所州設の具休的計画があることを知った大場利た博士から石附：こ凡洛があり， 、-'・の

建設 jデ，＇玉池内のり伯澗査を iJ.';うこう＇及 ’111『力;:こさ 1,/こ-］バli,,｝，｛，j在は 4)l木から 5月にかけてり数日

札幌大冷考古学／，l|究会の学I|1こよってりなわれたか，遺物包因I邑の存在はまった、ノ、認めることがで

きなかった。

え II ／上ぇク上、い
し’‘,9ケヽ― ,~,; 9 ＼ーと， このi1{J(｝)分布凋fr-(）)際， こい付近一惜の部市計両(})状況を札祝巾の担当i系員か

らか汀＇L, 遺跡 I}）範囲内にも都市註I叫に加づく巾迎が設定されることが明らか I~ なったの三あ巧こ

そ，,1.）にめ， 叶pl1jり実施：こ‘りっては， 直闊部分り）侃存措置 ）閏竺い‘,―J'八も関保者＇一十分な 1+1iij協議

を必-j3行なうように，関係各方面に伝えたことごあった。

ここに報告ずる発掘調府の詳細は， その時， 1i前協議が必要であ;:,―-とを指摘した遺跡畠；分のそ

91 l―ーし；うろ。 ‘彗t)），道路八成1)叶囲：「、II1｛和 47年 Iいと (;T）ここであったか， 諸般O)・r,・11'［からTiilよ翌年

にもちこさオl‘t、-（） そし□昭和47{「の後半lt)|1ーおいて， 次第に{411J1が充実してぎた札帽巾教育委
n;への埋蔵文化財担当閲l"1が，現地直跡の状凡り具休fl1J':」已オ犀と伊＇］一こ， 関倅占機閃と I)!|{)三；事
仙協議を行'[った末， こU)度の発掘，闘在が丈施されるこ人になったりである（へ ({i附喜只男）
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第2章逍跡の位置と環境

本遺跡は，札幌の都心部よりみて南東方に位置する通称「平岸坊主山」と呼ばれている北北東に

突出した舌状台地乙北西斜面に存在する。

遺跡の地番は，札幌市豊平区平•岸 6 条11TH 493番地の 1こある

「平岸坊主山」は，標高63m程の舌状台地であり，平岸より月寒にかけて続く丘陵地帯の最西端部

に存在する。これらの丘陵地{i}の北東部は，一段低く豊平川扇状堆積物による平岸面（豊平面）が広

がっている。「平岸坊主山」の基盤は， これに続く丘陵地帯と1ul様に火山灰料が原く堆積している。

これらの丘陵地帯の背後は， しだいに高まり山岳地形となり，、也庭岳附近にまで辿なる。

今回の調査は，北西側拍斜面の標高52m~45mの部分に限定されたが，坊主山の糾斜IHI全休に士

席破）；，黒耀石条rJ片等の遺物が散乱しておリ，遺跡は広い範ll11にわたっていた事がうかがえる。

本直跡は，昭和39年8月に宅地造成i「画の際，人場利夫らし」、'(_一部緊急発掘がなされており

報告もすでになされている。（畑 1966)今回(iわれた我々の調査区域より，約 lOOm程北東方向に

進んだ斜面上に発掘区が設定されたとのことであるが，現在て（よずでに住宅が密集して建ち並びそ

の地点を正確にり、LIら1iはでぎない。

伽 n)O)調査では，掘文時代早期の土器より羅文時代中期の土＇沿（トコロ第 6HIL器」，「余市式土

器」，「サイベ沢VII式土器の地方化したタ・（プといわれる平岸天神山式土器」）縄文時代後期初頭の土

器が混在して得られたという。

平芹在住で，か）・ -＇ド地域一什ド）地主であった奥内氏は，坊主山-•偕より且リ、こ：れた遺物をも数

保管されている。-::.!1,.)の遺物ば，喝文時代早斯よ，）縄文時代晩期，続縄文ll'J(¥::,」察文時代こか：ナ

ての土器，石器等で非常に幅広い時期にわたっている。

こ孔らより見こい人々が生活を営んだ時期：ご非常に長期rふこズ）fこった事戸.fl1り年（されよう
（羽賀心二）

- 2 -



1図遺跡
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第3章 発掘調壺の方法と層序

HGFEOCBA  

2

3

4

 

5 土111遺跡の北1月斜面を紛断tる道路敷設に伴う緊匁調査である。
6

7

 
8 となった。

，
 ＼

 

第 1節調査の方法

9卜遺跡 0) 允掘ぱ，南部IA画賂理：ji←〗、 (1）一部とし C行われ心，平｝『↓jJ

兄」月区域： Qレ， 直路用敷J也し：ある為， lじ東一酎占方向，こ細長1、発掘区

兌附区ぱ， 消路幅が 8m，ーある小］、り， 基本(I’、]に 8mX8,1mの敷

地，：L’~mx2m'）クリソ［，＇こ佐割し，心溝等の発見の場合｛こ IJ,1［りむ：長

12 グリ／ドを設げた（第 2l叉1)，

允判区の名利げ，横にA~H区，縦1: 1 ~42区{})名称を付した。

兄」）；Ii~J 依総血h'い「、，約 8( ）（） lli 二， 面拭：；， 448ni -：：レ；：）、ここ

加 2面立跡の屑序

本、1,lli：洲Iに基舟悶り軟弱な火山灰質砂li'1：しあるのと111Jって通称「平

I'」})]|Ii こll[: ；) l /)舌Ii：台地）北四皐III.JI : -—形成さ」しこしヽろた A'ハ遺

物包合［’,｝と考えられる黒色腐柏 I．層は，直構の内部及ご発掘lふこが、、い

てはレソベ状を呈して部分的：こ戌されているのみであるぃ他の部分に

26 閏 i....•C ;;_, 全て（頃い IIIio 下部，―-1了し失してし、•'（3

本追勘9(/）傾斜lfli(／）)，［本的なJ,,-,・,:1j':^は，以 Iヽの様な柑柏を示しズし、る

（第 3l‘<1) -’ 

第 1!,1'i :iJI作土

第 IIJ,,,・,:；軽石を合む褐色土

第 Il':,,,,:; Il 屑と 1,1•] 様だが杓下暗い色J，叩左屋する，

第 Il'’}9[i; Il層ふり 1盾い色』を呈ずる，9

第皿）？'i;軽石と火山灰を合臼茶褐色土

第1¥!it 1, ：抒右と火山灰を含ぃ＇い褐色土

第 VJ,,・り；軒石と火山灰を合し黒色土

第VI屈；軽石と火山灰を含む、児褐色粘質十＾

第＼『月i` IIし］移石，車 f 石品り J~）出渇色火 Il[ ／火！＼汀，茶褐色•上の流入い；；丈

第2図遺跡発掘区配置図 られ汚れ←C.いる。
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第VDI層；軽石，火山灰を含んだ茶褐色士のプロック
遺跡の斜面の上部は，基盤の火山灰層を直接耕作している様な状態で，全く脱蝕士層は残されて
はいず，遺物等も全く見られない。

斜面の下方に至っては，上方より流入した黒色を星する腐植土層，火山灰，軽石等が非常に厚く
堆積しており斜面の地眉堆積状況を示している。しかし，ここに存在する腐植土層中よりは，一切
の遺物は得られなかった。

第I層より第W層中には，いずれも火山灰，軽石が混入している。これは，坊主山の頂上一帯が
風蝕を受け，基盤の火山灰層が広範囲にわたって鉗出している事より，上部よりの流入と考えられ
よう。

尚，基盤の火山灰層は，黄褐色を呈するいわゆる「月寒火山灰｝曾」と称されている火山灰層であ
る。

（羽賀憲二）

第3図地層堆積図
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第 4章遺構及び出土遺物

第 1節ピット

第 1号ピット（第 4図 1)

A, B-28区にわたって{f介ずる。長径15¥)cm,短径115cmの右干ゆがんだ楕円形を呈する。深さ

ば掘り込］汀面より最探闊()cmを数える。且1油方向に，北史ー南西である。

壁の状態ぱ，な三らかに落ち込い欺弱である。猥底面は，東北部にて若干低くなる他は平坦とな

っている)

遺物は，覆土中，濃底1(1iにも一切み応れ／9［iヽ 0

埋没状況は，

第 l層；暗褐色士

第 IlI習；黒色土

第 1ll層， 肌層， ill "I,•',1, 1ll'”層；黒色 1と火山灰が出！り合った層， 1ll）凶は，暗褐色をし1しIll'層
は，黒色が強くまだら状となる， 1ll”Iけは，火山灰が少な<, 1ll'’1)性は， 火山灰を多く混入してい

る。

第IVl'/'1, Iv＇凰；暗妓褐色火山灰質砂 1,:,1, IV')憎は， I火色を屋する。

第 V層；地山の黄灰I’I色火山灰附

第 2号ピット（第 4図 2) （図版 5A) 

G-27, 28区こわたって存在する。

長径183cm, 短径110cmの楕円形を星する。

深さは，掘り込み面より最深で25cmを数える。長軸方向は，北東ー南西である。

壁の状態ふ比較的頑斜を有し演底面と接する部分こて丸味を帯し¥,,いる。

隈面，凜氏i(1iともに非常に軟弱である。

遺物ぱ，覆上中，壌氏面とも，こ一切みられなかっ「こ。

埋没状況ぱ，

第 1！曇；罵に土

第 Il署； II介飯褐色土

第ll1層， 1ll1層；暗灰褐色火山灰質土層， Ill屑｝，二地山に近い色調となっている。

第 3号ピノト（第 4図 3) （図版 5B) 

A-18, 19, 20区， B-18, 19区， C-18, 19区にわたって存在する。
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長径340cm,短径 125cmのゆがんだ細長い楕円形状を呈する。深さぱ，掘り込み面より 35cm程

である。長軸方向は，北一面であるQ

壁の状態は，直立に近く壊釦面と接ずる部分にて丸味を帯びなだちかに落ち込みをみせろ。壌底

血は，北諏こ一部くほし9人がみられる他は起仏に富んでいる。

壁面，濃底面ともに軟弱である。

遺物は，覆」：中，城底面ともに一切人とめられなかった。

埋没状況は，

第 l府；耕作±

第『付；灰色火山I火

第IDI性， 圃＇），；，1；褐色土， Ill'層ばt.:-f暗い色調を間する。

第lV溝；茶褐色土

第VI曽；黒色土

第＼l嘔；幽移層てある，灰喝色を嘔ナる火山灰質砂層で芯下内れている。

第 4号ピノト（第 4図 4)

C-19, 20IX:, D-19, 201A, E-19区にわたり存在ナ八

長it310cm，短径140cmのゆがんた細長い惰円形状を呈する。

探さは，斜面に据り込まれたヒ゜ •I 卜のため一様―こ心ないが最大-こ 73cm, 最少て ~3cm を数える。

長軸方向は，北西ー南東である。

應 t，比較的な；ビらかな煩斜を打し凋底IHiへこ十る。城底直之，平坦，ー迂く南ぶ分は・設高くテ

ラス状に張り出している。 l}_1j部分には若1こ0）くぼ人がみられる。

璧面，吸爬面とら（こ非常：ご軟弱てある e

遺物は，覆土中，濱底面にも一切みられなかった。

哩没状況iょ，比蛉的単純太堆租を示しごいる。

第 1層；褐色土

第 Il層；火山灰と軽石を含む黒色土

;”Ill層；漸移層(1)，火山灰と軽石を含んだ灰褐色で若干汚れた罰

;}］IV陪；漸移屈（2), 第lll),.iと同様にが必褐色を兄する。（村賀慮て）

第 2節竪穴住居跡

第 1号竪穴住居跡（第5図） （図阪 3A) 

通称「平洋坊［山」と称される舌状台地の北内向斜面に存在し， A, B, C-38, 39, 10区：て））

たって存在する。
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第5図第 1号竪穴住居跡実測図

規模は，—l羞4.3m, 短伍3.8mを算する。長軸方向は，北東ー南西である。

地形的には， 17.5分の 1の飢斜面に存在する為斜面の下ガ北西壁に限って壁の確認はてきなか
っ

た~o 

プランは，五角形あるいは台形を晶すると推定される。
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床lhiの状胆は， iよほ乎lJ1．であり見盤の火山灰陪中に多く合主れている軒石をぎれいに取り除ぎ，

踏みかためられた状態でかたくしまっている。

壁は，直立に近く南東部にて40cm, 北東部にて30cm, 南西部にて30cmを数え，かたくし庄って

おり非常に11Jl確な立もあがりが確認される。

床面中央部には，炉跡と考えられる焼土のマウソドがある。

柱穴は， コーナ一部の壁下にそって掘り込まれた 1個 (P-1)，壁際にそって 5個 (P-2,3, 4, 8, 

9,），床面中央部に 3個 (P-5,6,7)，北西部に 2個 (P-10,11)確認されている。最大の物で長

径45cm, 短径30cm, 深さ40cmを数える物がみられる (P-1)。

P-10は，他のピットと内容物を違え植物の根を多く含んだ黙色土であり，しかも壁が軟弱な事よ

り他の柱穴と区別されよう。

ili上遺物は，非常に少なく覆上層中より接合された 2点の土器破片， 3，9ばの石器が得られ，床面

第1表 第1号竪穴住居跡柱穴一覧表 よりは土器底部破片 1点，数十点の黒耀石剥片

柱穴規模(cm) 深さ内容物 備 考

P. 1 45 X 30 40.0 茶褐色土 壁下に傾斜している

2 45 X 33 15.8 ” 竪穴内に向け傾斜
3 35 X 22 23.5 ” ” 
4 35 X 20 10.8 ” 璧下に煩斜
5 29 X 27 5.9 ” 
6 32 X 24 9.2 “ 
7 23 X 18 8.6 ” 
8 30 X 21 12. 0 ” 壁際にある， 28 X 22 11. 5 ” 
10 45 X 23 4. 7 黒色上 攪乱のll[I此性

11 40 X J4 13. 7 茶褐色上
- ---

上器（第 7図1,2) （図版 6A) 

が得られたのみである。

埋没の状況を層序にて見ると

第 1層；黒色土

第 ll層；軽石，火山灰混入の黒色土

第 ll'層； ll層と同様だがクラックが入る

第皿層；漸移層であり火山灰と軽石の層が茶

褐色に汚れている。

第皿’層；皿層と同様だが黄褐色を星する

第IV層；本来の生活面と考えられる）骨で若干

しか残されていない，基盤の火山灰料上に炭化

物等が乗っており非常に汚れている。

悌V附；奴褐色土プロック

弟VI層；焼＿t （小］賀芯二）

上悩は， WII州,11より後にJ妥合どれた 2}、¥，｝木i(1iI I 1央焼I・.マウ‘ノド横より l}、せより得られなかっ

た。

ともに1:tir瀧文が地文として施文:オしているのみて，形人表徴庁は全く明応かにされなかった。

胎上中には砂硬をめく内Jf., ―佑l二IJ)嶽維を此人した痕跡を有する。焼成は比粒的良好て色凋は必

褐色を旱ずる。器厄は0.8~1. 2cmである。

これらの土＇岱破）ド）みで，本竪穴住／占跡の構築年代を批定するのはイ＜可能と思われる。

後に記するが，本遺跡遺構外の発掘区より出土の上器群に類例を求めるならば「トコロ第 6類I:

器」に胎土，焼成，色調等は近似しているが，確証は得られていない。 （羽賀 憲二）
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石器（第 8図1~3) （図版 6B) 

石器は，覆土中，第 Il糾中より 3点得られている。全切県櫂石製である。

1． 縦長鉗j片を素Hこして，側縁に細かい剥離を加えている。 b面には一切加工は加えられてい

ない，削器である。

2. 縦長象lj片を素材とした削器：こ類ずる石器である。

a面の両側縁に細かい加工がなされるc 左側縁部には，細かい刻離のくり辿しによるえぐり込み

が入れられている。

3. 厚手の縦長糸lllヤを素材どした，掻器に煩する1i浩であろ。

エッヂ両側縁に，背の闊いi（りをもつよう加工がなされている。下部にも加工がな心れている。 b

面全体に，乱雑な朽痕か観察：：れる。 (:J1賀 憲二）

第2号竪穴住届跡（第6図） （図版 4A, B) 

本竪穴は，平岸坊主山のすその標靡46.5m~47mの緩傾面に立地している。

E-28, 29, 3(）区， F-28,29, 30[メ.―,G-29,30区にかけてある。

大きさは，長軸 (im, 短軸4.lmll)南西側が大さく， 北東1ご向って狭る卵形に近し、長切円形を呈

ずる住居跡であろ。長軸：t, ：ミぼ北東ー南西の方向で，：っる。住居跡の西には，大きな攪乱穴があり，

また中央焼土付近にも．小さな攪乱による穴がある。

守．ち上りぱ，立地し-cいる場所が傾斜面のため，斜面下方北1団側の立ち上りは，明確には確認し

得なかったが，それ以外の南～東にかけては，ほぼ垂直に近く，北東部は45度の角度で立ち上って

いる。璧埒は， 8~27cmである。中央付近に， 15cm程の後述する第IV層ー黄褐色火山灰ーの高まり

があり， 150X75cmの大きさで焼けていた。炉跡に相当するものであろう。

柱穴ぱ11個みつかっているが，内別は，第 2表の通りである。内容物の検討から，、＇は褐色土の詰

kっている 1:::° ット 1,2, 5, 7, 8, 9の6個が，同時期(/)ものである事が判る。 1:::゚ノト3,4, 10は，

|｝、J容物が賠褐色上であリ，巽、はる時期のものである。』 1::.・.,卜6,11は不明である。

この内， 特に深＇寸ヽ・［のば， 熟褐色土の詰まっ fこピ 1 卜L 5, 7, 8, 9の5本二， 上柱穴と思わ

れる。深さ25.3~50. 6cmを算すな大きさは，ビット 1, 2, 5が，各々17x 20, 16 x 20, 23 x 25cm 

で，箪穴のもりであり， 1::OI 卜7,8, 9ば壌口が少し拡がっていて＝役構沿で，嫌口の大きさは， 28

X'.39~3:l x 48cmである。下段は， 19x 22~20 x 30cmで，巾穴のものの大ぎさとほば同様である。

茶褐色土の語：｀っだと゜ 1 卜3. 4, 10は，探ぎ： ~.7. l~S. Ocmで，一般に浅く， 十べて浪穴で， 大

ぎさは， 17X 21 ~23 x 41cmである。

尚， 1:::・.,卜1は，壁に向って少し（頃斜し， またピ ／卜 8(t，住屈跡中央に向って傾針している。

これら，主柱穴り配ダljii, ！位に沿ってぎれいに並んズt；り，南東璧に 2個，北西壁に 3個，北東壁

に1個ある。 2段構造の30cm以上の深いッピトは，斜面の下側にあたる北西壁に 3個並んでいるの

は，地形と上屋構造とが何らかの関係をもっていたのか，或いは，柱穴の建て替えを意味するのか

- 11 -



I
 

i
 

f
 

f
 

I
 

i
 
、̀
l
 .-

ヽヽ
ヽ‘
 
‘
 

、‘

[ニ

•ヽ ＊
 ヽ

7
 

‘
 
‘
 

ヽ

‘̀ ̀
‘ 

;
0

、

,

‘

,

．

‘

 

、

,

＇

‘

•• 

,＇
’

’

J

 

,

＇

’

`

`

 

,

＇

’

’

‘

.

｀

 

9
9
9
9
9
,

＇

’

’

`

｀

`

｀

 

9
9
9
'

，
 

•.• 

9, ．．
 
,
＇
`
`
`
'
`
`
 

,., 
•.• 

‘,＇ ．． 
c{ 

。`p 

`̀
 ＼
 
攪乱穴

B3 

D
 

E
C
O
Z
'
L
 v
 1
1
:
v
-
1
 

,v 

●

9
9
1
,
．
,
‘
 .
.
 ,、、.,
...... ‘
9
9
9
9
9
,
'

,` ••• 
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 ..
.
.
.
.
.
.
 ィ

日

面
函
f

)

菩
せ

甜

活

吋

一
c ， 

゜
1m 

第6図 第2号竪穴住居跡実測図
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も知れない。尚，住居跡の西側には大きな攪乱穴があるが， ここに少なくとも 1個の柱穴があった

可能性があり，全部で柱穴は7~8個位かと思われる。

床面げ，地形に沿って少し傾斜しており，その面は，ほぼ平坦である。とりわけ，住居跡0)南東

部半分し，全く平坦てある。こ 0)盲東部では，床面ぱ地山の下部ー赤灰色火山灰阿ーの最J::.I (tに当

っている。尚，焼土部分のすぐ西側は，少し究んでいた。

本住／［り跡覆土の堆栢状態1ま， 攪乱が大幅に入っているため， 不明賄ばと、ころが多いが， C-Dセ

第2表 第2号竪穴住居跡柱穴一覧表 クションの南東部で観察ずろと，基本的，こぱ，

第 l丹；黒色士

第 Il府；賠灰褐色火山灰質土
札穴規模((111)／三し□戸一 Vih 考

P-I I 17 X 20 l2fi.:l黒褐色土罰加4位に向かって）
2 I rn x 20 I 8. 41 11 底面中央に向かっ

て似li、、l

3 I 17 x 21 I 7. 1茶褐色土／怜 1 | 
4 I 23 x 41 115. 0 ” 
5 I 23 x 25 121. 9黒褐色士屈

｀ G I 17 x 36 I 9. 71不 明

第 III層；賠黄灰褐色火山灰質士

てある。第 III陪：亡，漸移層で，住居跡内；こ，流

れ込んだものであろう。

尚，第 11l'層は， 全体に火山灰を多く含み，

第 11l層(1)と(2)は， 各々灰褐色， 黄褐色味がり狙

7 
28 X 39 
2(）x 30 37.8黒褐色Iし．h刈二段

8 
3:) X 48 112, 6 
19 X 22 150.6 ””  ， 36 X 36 
19 X 27 

35.4 /I II 

10 I 18 x 18 I 9. 8暗褐色土屈 I氏i11f1i1央に向かっ
9」←CiUl斜

11 I 18 x 30 118. 0不明

し、

地゚山は淡黄白灰色火山灰層と赤灰色火山灰附

とに分けられた。

尚，住居跡の北東部両側に，浅い皿状のピッ

トが，各 1個あった。作居跡とは切り合い関係

にあり，付属するものではない。 （上野秀一）

上器（第 7図3~13) （図版 6A) 

本竪穴住居跡の構窮年代を決定するに）じる十分な贔の土悩1ま得られて（よいない。

攪乱屈出土土盛 (5, 6, 9, 12, 13) 

ロ縁部に折り））｛えしによった）Ir]）＇バりを作り出し断面が三角形と、，＇［り平縁であろ。

肥厚帯ヒには，絡条体圧痕文な 2段施文しそI!)間に半戟竹管状「！［の内面を使）IIした連続刺突文

を施文する。頸部には，肥厚惜ヒに施文竺れたと同趣の格条休庄痕文を数段施文する。 (6)

羽状樋文を有ずる胴部片(5)，皐111い纏文が施文文れている(9)。Ir,し誰に縄文が地文として施文され

る(12)。

底面は平らで，内面中央部が若干盛り上り，筒形を唱するであろう底部破片(13)。

12を除いて，胎土中に砂粒，石英を多く含み多量の繊維を混入した痕跡を有している。

廃戊げ，非常に良好であり，色閂，文赤褐色を口旦ずろ。士器I}、]Ini、よ，全てていいいiこ研評されてい

る。

器厚は， 1.Ocm内外であり，器形は円筒形の探鉢形となろう。

12のみ特異な土器である。胎土中には，小石を多く含み，繊維を若干含んだ択跡を有している。
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第7図 第 1号竪穴住居跡 (1.2)第2号竪穴住居跡 (3~13)出土土器拓影

焼成は粗く， 色』も黄褐色を呈ずる，J

12を除＇，、十船（ょ，ほぼ 1IIlーのグル←ープ左形成しー、ーし、巧と方えられよう。

漸移層出上土路（第 7図3,7, 8, 10, 11) 

3は， ロ緑：こ小定起を有し， 1机面が三角形とだる祈り返えしくこよる肥厚帯がある。

ロ料いこば撚糸庄痕によるぎざみが施文され，肥厚帯上には， しより撚糸圧痕文， 半戟竹秤状工

具の内面を使用した迎続刺突文，撚糸庄痕文，半戟竹管による連続刺突文の順に施文する
。

調'ii：下には，隆起帯を思わせる高まりがめぐっており，

文される。

その上に半歓竹仔による連続刺窄文が施

肥厚惜部下より，隆起帯までが文様帯となり仇糸圧痕文がU字状の弧を画く文様が施文される。

胴部には， 地文として結節斜行縄文が施文される。

それl‘)外に（ま，斜行糧文がみられる胴部破片 (4,8,11)，ふ圃力、い縄文が有りあやくり文が見 9̀4れ
z)
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もの（7), 羽状縄文が施文され，内面に炭化物が付着している底部破片 (10)などがある。

いずれも胎土中に砂粒，石英を多く含んており，多量の繊維を混入した痕跡を有している。焼成

は，良好である。色調は，茶褐色（3,7, 11)，黄褐色 (5,8, 10)を呈する。七器内面は，全てていね

いに1洲胚され，なめらかに調柏されている。

器厚は， 1.0cm内外であり，器形ぱ，胴部が全く張り出さない円筒形の深鉢形となろて主ろう。

本竪穴住居跡に二，形式表徴が明らかにされろ土器I3レ，攪舌L層，漸移恩中； ［各 1点ずつしか得

られていない。

ごれらより木惑穴{t)片跡の構突年代を決定するにはあ主りに芹t料不足といえよう。

本竪穴住屈跡出士の士器は，絡条什庄痕文の存在，文様帯左隆起帯によって区分する点，胴部に

て全く張り出しをみせず円筒形の器形となる点，繊維を多量に含んでいる、1尺等，一般的に考えちれ

る円筒上層式土器のグループとぱ，大きく趣を異としている。形態的にのみ考えるならぼ罷文叶代

前期の円筒下層式上盛の特徴に類似する。

しかし， 口縁部に折り返えしによる肥厚帯を作り出ず1t，半戟竹管状工具にtろ連続刺窄文の存

在等比較的新しい卯素がうかがえる。

3には，結節命り還文が施＇；；、され， 5,10にば，付，hìJ、]．j状縄文が施文されてし、る。

杯橋によれ円「鈷節羽状羅文に， IT']+．閤訂の古武井式＋ば齢：：：り一般的に用し、られ……糾行椰文

はサイベ沢vn式七盛になって用いられている。」（高橋1972b) という。
これより考えても，本竪穴住屈跡出土の土器は，「サイベ沢vn式士堺」より以前にさかのぼって
考える事はできない。

「サイベ沢vn;¥ヒ器」ば，「］筒上層式土岱の最終1、：こ近い昨期に位骰付け‘)れる上'i詞l・である。
分布範囲も広く石狩低地罰｝、 i)道北部にかけて，地）j色の強い士器群を残し Cいろ。

半歓竹管状工具の内面を沖続的に刺突して連続刺空文を特徴とする文様は「サイベil[＼,]式土器」

の地方化したタイプと称されている「平芹天神山式土器」（菊地1967),「智東B式土器」（山崎1966,

山崎，長谷川1968)に良くみられる。

［サイベi尺＼l式十盛」の地方化したタイプと称されている士憐群(-mずる質料を出土する遺跡は，
本遺跡周辺に於いてぱ「平；『天神山遺跡1（菊地1967), 「平庁坊主山遺跡1（畑l9(i(i)，「白石神社遺

跡」（札幌市教委1973)があげられる。

「平岸天神山式土器」且，器形は胴部の張った深鉢形であるが，発達した棒状の特児な 4個の突

4立を有し，口唇部：文厚 </1四享し段を有している。こ(})突起， Jj~厚部に数段の半戟竹／怜状工具による

連続刺突文を施文する。

また地文としての縄文は，ほとんどの物が斜行纏文が施文され41状縄文が施文される物はまれに

しか見られないという。

「サイベ沢汎式士器」は，サイベ沢B遺跡の第 2号， 3 号竪穴住居跡の切り合い関係，—+．器のセ

ット関係，羽状穏文の打無より， 2分される可土性が指蒻これている（高橋・森田1967)。

高橋は， この論をさらに進めて，「乎岸天神lll式土器」には， 羽状縄文がほとんどみられない点
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に留意し，「サイベ沢VII式土器」の地方化したタイプの土器群中結節羽状縄文のみられない石狩低

地帯に於けるサイベ沢Vllb式士器と考えている。

木呪穴住屈跡出上の土器は，「平芹天神山式土器」とは器形文様構成等に大きく差位がみられ，

結節4;1状縄文，結節符行縄文が存在している。

先に記した理由で，本詔穴住屈跡出土は「サイベ沢V]人上器」より以前に位附付けが心される事

は考えられず，少ビくと｛鰭節打状縄文の存在をどえる［「平岸天神山式土器」より若千古く位置

付げがなされる可記性がある。

名宥智東B遺跡では，「平附天神山式七器」と同様に，「サイベ沢VII式士器」の地方化したクイプ

の＿＋点苔群を用 1：している（山崎1966, 山崎・に谷川1968)0 

智東B式士悩と称されており， これには結節羽状縄文が良くみられる。高橋ぱ，智東B式士器は

「サイベ沢VII式土器」の古いタイフ゜，ずなわち結節羽状羅文を有する Iサイベ沢VIIa式士器」の道

北部にて地方化しだ土照とどえている（高橋1972b) 

本竪穴住居跡より出上した土器は，今の所類例が］バられ！［い。

前述して来たが ・-イベ沢＼『式土器」の地方化［だタイデと称されている「平杯天神山式士器］

にぎわめて近い時期/}_)物と方えられよう。 （羽賀 滋二）

石器（第 81刈4~11) （図版 6B) 

石鏃 (4~ 6) いずれも入念に両面加［が施こされている。
発逹した逆刺があり，左れば非対称形で，有柄であろ (4)。

幅広倒片を素材，こして， a 1(1『左上に行干の自妖而か浅し， h面には大きく第一次倒離而を残し柳

葉形である(5)。

縦長剥片を素材：こしご， b旧右側に第一次剣離面九夕しナノ有柄であり，弱い逆刺かあり，尖端部

を一部欠担している(6)。

幅広屈lj片リ） a面左側縁に加工が集中しズなされている削器(7)し」

両面加 l̀．が！咆こされた石陥の破片(8)

石1111, あるいは招石の破片であらうと思、)..）れ7省t方1丘）の！和代のみられる破片(9)C 

砂岩を利用した砥石， 2面にいたって使用された痕跡を有ずる (10)。

11は，偏平な楕円状を呈ずるiriJ原石の長軸両畠l：こ数度0打撃を加ええぐりを入れさちに研陪して

いる。両端のえぐりを鈷ぶ線上ぱ，研砦されU‘i"•状にくぼみを有している。下端の面は，乎坦であ

りくり返し(})敲打と擦痕がみられる。石冠と考えられるが， 擦痕が存在する面の幅は狭く 1cm内

外である点が特徴である。形状のみを考えるならば，大型の石錘とも考えられる石器である r)

（羽賀憲二）
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羅文時代中期の竪穴住居跡について

北海適に於いては，縄文時代全盤にわたって竪穴住居跡の発掘例は少ない。

今回我々の調査で，纏文時代中期；こ属す心と考えられる 2基の堅穴住居跡が発見された。

纏文時代中期の竪穴住屈跡の発掘例は，非常に少なく発見されていて水完全にプラソ，構造等を

掌握した物（ま少ないc

本遺跡にて発掘された竪穴住｝，片跡の場合も冽外ではなく，第 1号竪穴住屑跡，第 2号竪穴住居跡

ともに傾斜面に構箔されたため，斜面の下方の党が確認されていない。

しかし，全体の 4分の 3程度iJ)唯は確認されており第 1号駆穴住居跡は，隅丸の五角形あるいぱ

台形に近いプラソと推定され，第 2号堅穴住屑跡は，一方がiばまった卯形の楕円形状を呈ナろと

推定されたc

第 1号竪穴住居跡の場合，時期決定に足るt::器が得られておらず，その所産構築年代を明らかに

する事はできなかった。

第 2 号住居跡＇）場合•;，出土しこいる土器パ明確：こ本竪穴住屑跡に伴ったとはいい切れない。し

かし出土した土器の量は，非常に少ないがほぼ同一のタイプの物であろうと推定される。

土器は，多量の繊維を含んでおり胴張りのない円筒形の深鉢形である。器形的には，円筒下層式

七器？～）特徴をもってしらうり地文しして施文ごれる待節羽状纏文，結節斜行縄文，口緑部の折り返

えしによる肥厚帯，半戟竹管状工具による連続刺突文の存在等「サイベ沢vn式士器」より以前に逆
のぼって位悦付けがな-ゞれる事は八：いであろうが「ザイベ沢V11}＼土器」にぎわめて接近した1月期の

所産という事がでぎよう。

当該時期に属する竪穴住居跡の類例は，本酒跡の近隣の「白石神社遺跡 I（札幌市教委1973)；こ

於いて，造成工事等に Lり大部分破壊され， 3分の 1程残された略穴住居跡が一基発掘されている。

道南部では，見晴町遺跡（高橋1966)，サイベ沢B遺跡（裔橋・森田1967)に於いて竪穴住居跡

の発押例が報告されていろ。

見晴町遺跡，サイベ沢B遺跡2号， 3号堅穴住居跡は，住居跡の屯複と相まって道路工事等によ

る破壊により明確なプラン，構造は明らか；こされてし、ない。

サイベ沢B遺跡の第 1号竪穴住屈跡のみが，完全だ形：こて発見された唯ー・の例である。

これより出士している士器群は，「サイベ沢VlI式土器」に後続する「見哨町式土器」である。
小判形のプランを有し，長径6.6m, 短径4.6mを有し，周咽は垂直を？ょし現存で40cmを数

える。床面の中央に 2カ所の焼土の集積が認められ，五角形を呈すろ様柱穴が五個配列されている

（高橋・森田1967)。

見晴町遺跡にて発見されだ竪穴住居跡ふ完全な形で発掘がなされておらず農道工事により半分

程削り取られている。

現存部にで東西4.5m, 南北約5mてプランは隅丸方形と推定されている。壁1ま，直立で15cm

を数える。床面上に焼土の集積が 2カ所認められ， 19個の柱穴が床面上より発見されている。

- 18 -



柱穴の配列状態，壁の状態よ，）復合れ居跡の可能性がが考えられている (i:i橋1966)。

サイベ沢B遺跡の第 1号竪穴住居跡と見晴町遺跡は，伴に「サイベ沢Vil式十屠臥；ご後統ずる「見

尉IIJ式土＇品」を出七している。この事よりこれらの竪穴住居跡は「見晴町式士器」 0)時期に構築さ

れたと考‘＇うられ l：ぅ。

Iサイベ沢VII式！点．器」の時期())竪穴（「），1；跡は，前述したサイベ沢B遺跡にて 2基発見されている。

第 2号昭穴住1，り跡：ま，西側ぢ開道にしって削り取いれ，東側 2分C'_)1程が残されごいるにすぎ心

し、，，プランぱ推定により，円形Iばいしは楕円形であ7）うとしヽ う。

湾 3号閃穴什 1昌跡：文，墳 1号閃穴甘い；跡，＇第 2号厨穴圧比跡0構策：こより，破壊されかろうじて

ぐの存府が確認ぎれたにずぎI9-［い。

9仁遺闘二が、、 1，、ーこ兌見、ざれた，第 2-；；緊穴什I1,；跡ぱ，ほぼ柏円形を嘔し，小判形に近いプランとtc

る。類似点を求めるならぼ， サイベ沢B遺跡(/)第 1号竪穴(「I,月跡：こ非常：こ1頁似して＇、ヽ る r、しかし，

サイベ沢B遺跡の第 1号堅穴什居跡は，楕円 0)短軸の一辺が直線的になっており，柱穴の利列等に

芯位がい、、出芦れろ。

また本遺跡にて発見、〗れた，冶 1 号略穴{]1バ跡からぱ土堺片が 2 }.':(、より得られておらず構策年代

メ『の昧1[1)的芯1’lli祈：文下ピ戸こかったc

士器（，t床而，覆士栢1中より各 1点す心つ得られていろ。胎 1-:,焼成，色澗け‘, 4「‘常に類似してし、

る。同 9 イデの土悶と考えられよ〗，本遺闘出十り）土揺 i バこ類似ゾ）資料を求めるならげ，発掘lx:

より得られた「トコログ't6知十．器」 0)胎士，焼成，色澗等に類似占が見し、lti苔凸こいろーしか lし，

形式表徴が全くわからない1り，ートコロ第 6れ11-．器」と決めることIJ:.できだい。

「トコロ第 6tn-t点いの昭穴住屈闘ば現在皇で数例報告これてし、るが，叫確-:-;i ラン，溝造等な

明らかにした物はほとんどない。

女鳩別町（「古：こて 1基（｝＜場・奥llll9G(）），雄武町当弗：二て 3JIL)＿)報告（山崎1966)がe；人らか心）。

女i1M1別町(l＿古にて発見された竪穴住居跡は，長仔 7.6 rn!)）円形に近いプランを有し，段のある竪

穴て匂ろ。フランが北常；こ 1定形二らる事ピ，柱穴の位似関任等より考／／てら廿居跡としての条件

は不viiiであるといえ Lう。

雌此町当湘逍跡こ！此いご企見さ）I.;'こ住/,1讀は， ；；加でいる。第公号彫穴，第 6号竪穴，第 7号竪

穴が住居跡と考えられている。

第 2号厨穴は，小足形叉床面か砂低 2段iこなるといった特徴を有している。休頂if:::に焼土は，認

められて tヽ；欠し‘o

氾 6号竪穴，第 7号竪穴も第 2号竪穴と同様にゆがんだ不撒1叩形のプランを閑している。これら

：こげ床面」り炉跡と考えり・仇る焼lこの集仏が認いられ，緊穴仕屈跡と息われる条件をもなえCい

る。

女満尻ljlllj住吉，［孔武明‘ふ弗遺狐こ於い-c元見:'れた竪穴住屈跡と考えられている物は，いずれも

他に類例がみられない程特異なプラン，形態を□してし、るc
これらは，本遺跡にて発掘された第 1号竪穴住居跡とはプブン，構心に大さく差位がみられる。

-19-



纏文時代中期に属するであろう，五角形のプラソを有する特異な形態の竪穴住居跡の事例は，道

南の尻岸内町日の浜遺跡， 1口］町Ill上遺跡にて発見されていろ。いずれの竪穴住居跡も縄文時代中期

初頭の所産と考えられ，円崎上層 a 式土器に比定され〗「勝山館 ID 式土器」を出士している。

座穴住居跡の構造ぱ， f肯円形の掘り込みがま～1-あり，＇との中をさらに五角 If;こ掘り下げ床面が高

低 2段存在する。柱穴は，各コーナーに付属して設けられている（吉崎1965)。

本遺跡；こて発見された第 1号竪穴住居跡Iょ，五角形ないしは台形に近いプランとなろうと推定さ

れる。時期的に見てもかなりのへだたりがあろうが，形態的には類似点が見出せよう。

（羽賀憲二）
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第 5章

-----------・・・・・・ r ・1 、＇，
に1、、、、
: ： 

゜
10cm 

逍構外出土の遺物

第 1節 ± 

完形十器（第 9図） （図版 7B) 

ロif15.5cm, 

は，

ロ縁部に，

盟J厄は，

器

1'：りさ :Z1.8cm, 11牧ぱ，平緑 ～あり，器形

口筒形の探鉢1［クとナこる。底血は，平らである。

円形工具の先端を刺突した円形刺突文（内面突

瘤文）をめぐらす。

胎t-．中には，

しかし， その間隔は均ーではなく， 問隔

が狭い部分と広し氾分ぅ口みられ

ロ縁部より底部にかitて，纏文を地文として施文tろ

欄文の原休ぱ， 3cm程］）弔節に撚った紐を使用している。

1. 2cm内外であるり

屈礫を少く含ん＇二 J` り若干の繊糾と＇品入した

第9図 完形土器

痕跡を有している，）

焼成は，良好であり色澗ば，褐色を見ずろ。

「朝Bトコロ貝塚」出土の「トコロ第 6類土閤 （東大文学

部1963)に！，'-c代表され巧） ！器である近Iふでは，

山遺跡（畑1966)等にみられている。

発掘区出卜遺物

杯掘［ズ．出士士盛 (:Lino図） （図版 7(`) 

口石神社遺跡（札幌市教委197:3),

（羽賀

干岸坊主

憲二）

翡構外の発掘区より出土した1灌似，に非常に少なく表採行料を加えてもわずか1(）片にみたない。

11縁部に一条のl,1)糸による押庄文が施文される (1)。ロ唇土，

ロ縁部付近に半散竹管状T具を使用した， 2本単位の沈線交が施されろ(6)。

地文の縄文のみうかがえる胴部 1器破片(2~5)。

纏文時代中期の 1こ器であろう底部土器破片(7)。

胎土中に， 砂粒を多く含んでいる物 (2~4,6)，若干0)繊維を混入したと思われる痕跡を有する

物(1,5, 7), 

焼成は，

器厚は，

全て良好である。色訓は，赤褐色 (2~4,6)，茶褐色(5)'

全て 1cm内外である，｝

灰褐色 (I,7) を呈ずる。

（月賀 憲二）
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ミ定

喩□0疇 2'口
第2節石 ""• 命

発掘区出石器（第11図） （図版 8)

黒耀1iのl'l礫を分割し，祁 1次剥淵Ihiのエ yヂよ

りI:に向けて背の高い[hiなもつ様加工が全周に施こ

される。いわゆる円形削器と称される石器に類す

る。第 1次象ll離面には，乱雑な擦痕がみられる(l)o

幅広の薄f象lj片のニッヂに芯干の加工が施こされ

る月ll闊こ類する石盛である。第 1次剣離面には一切

の加工痕は認められない(2)。

大型の長い偏平な楕円形の河原石に加工を加え，

手で握る部分を作り出している。a,b両面ともに，

長lhlih向に向げて(）)細かい擦痕がみられる。 a1(ij中

央」祁， b面中央 1部，腹部に訓かい敲打(）)くり，也・・こしによるとぢえられる肌跳がみられる。たた

皐0:'：こ
第10図発掘区出土土器拓影

き石としての用途が考えられろ。 （羽賀 憲二）
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扶入がある。

主剣離面に擦痕あり

有柄

打柄，尖頭部 1部欠損

” 
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Ss 

An 

Obs 

” 
An 

両面加工か施こされた石器
の破損品

石皿の 1部か欠損したもの

主剣離Ih]に擦痕あり

略号 円）―f,= s;攪乱層 B ；児色上層 y;漸移］悦

伍質 Obs(Obsidian) ;］噂石 Ss (Sand Stone)；砂岩 An (Andeさitc)；女山岩
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図版 1



図版 2

A 遺跡遠景 （南西方向より）

B 発掘風景



図版 3

A 第 1号竪穴住居跡 （北西方向よリ）

B 第 1号竪穴住居跡焼土



図版 4

A 第2号竪穴住居跡 （南床方向よ り）

B 第2号竪穴住居跡 （南西方向より）



図版 5

A 第2号ピット（北西方向より）

B 第3号ピット（南東方向より）



図版 6
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A 第 1号，第2号竪穴住居跡出土土器
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B 第 1号，第2号竪穴住居跡出土石器
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図版 8

発掘 区 出土石器
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